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国
民
健
康
保
険
税
は
、
国
保
加

入
世
帯
の
人
数
、
所
得
に
応
じ
て

納
め
る
市
税
で
す
。

　
今
年
度
分
の
納
税
通
知
書
は
７

月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
。
７
月
10

日
㈮
を
過
ぎ
て
も
届
か
な
い
方
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

世
帯
主
が
納
め
ま
す

　
世
帯
主
が
国
保
加
入
者（
被
保

険
者
）か
に
関
わ
ら
ず
、
納
税
義
務

者
は
世
帯
主
で
す
。
た
だ
し
、
保

険
税
の
算
定
は
加
入
者
の
み
で
計

算
し
ま
す
。
ま
た
、
納
税
通
知
書

の
ほ
か
、
被
保
険
者
証
の
送
付
や

未
納
の
場
合
の
督
促
状
な
ど
も
、

す
べ
て
世
帯
主
あ
て
と
な
り
ま
す
。

納
め
方

　
国
保
加
入
者
が
65
歳
以
上
の
方

の
み
の
世
帯
で
年
金
を
受
給
し
て

い
る
世
帯
主
の
方
は
、
一
定
の
要

件
に
該
当
す
る
場
合
、
年
金
か
ら

差
し
引
か
れ
る
「
特
別
徴
収
」
と

な
り
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
方
は
、

納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
に
よ
る

「
普
通
徴
収
」
と
な
り
ま
す
。

納
め
忘
れ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　
納
期
を
過
ぎ
る
と
延
滞
金
の
加

算
や
滞
納
処
分
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
滞
納
が
続
く
と
短
期
被
保
険

者
証
や
資
格
証
明
書
の
代
替
発

行
、
人
間
ド
ッ
ク
の
補
助
な
ど
の

給
付
の
制
限
を
受
け
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

非
自
発
的
失
業
者（
特
定
受
給
資

格
者
ま
た
は
特
定
理
由
離
職
者
）

は
軽
減
さ
れ
ま
す

　
会
社
の
都
合
で
離
職
さ
れ
た
方

の
保
険
税
は
軽
減
さ
れ
ま
す
。

対
象
　
離
職
日
時
点
で
65
歳
未
満

で
あ
り
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
者

証
の
交
付
を
受
け
、
そ
の
理
由
が

非
自
発
的
失
業
で
あ
る
方

軽
減
期
間
　
離
職
日
の
翌
日
か
ら

翌
年
度
末
ま
で

申
告
に
必
要
な
も
の
　
雇
用
保
険

受
給
資
格
者
証
、
認
印
、
保
険
証

減
免
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
収
入
が
減
少
す
る
な
ど
、

条
件
に
該
当
す
る
世
帯
は
、
申
請

に
よ
り
保
険
税
の
減
免
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
12

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

国民健康保険税の納税通知書を送付します

問合先　保険年金課国民健康保険担当

　
経
済
的
な
理
由
な
ど
に
よ
り
、
国

民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
に
は
、
保
険
料
の
全
部
ま

た
は
一
部
を
納
め
る
こ
と
が
免
除
さ

れ
る
「
保
険
料
免
除
制
度
」、
保
険

料
の
全
部
を
納
め
る
こ
と
が
猶
予
さ

れ
る
「
納
付
猶
予
制
度
」
が
申
請
で

き
ま
す
。

　「
全
額
免
除
・
一
部
免
除
」
は
、

本
人
、
世
帯
主
、
配
偶
者
の
前
年
所

得
が
審
査
対
象
と
な
り
、「
納
付
猶

予
」
は
、
本
人
、
配
偶
者
の
前
年
所

得
が
審
査
対
象（
た
だ
し
、
50
歳
未

満
の
方
）と
な
り
ま
す
。

申
請
期
間

　
７
月
か
ら
翌
年
６
月
ま
で
で
す
。

過
年
度
分
は
２
年
１
か
月
前
ま
で
さ

か
の
ぼ
っ
て
申
請
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

　
退
職
し
た
場
合
は
、
失
業
し
た
こ

と
を
確
認
で
き
る
雇
用
保
険
受
給
資

格
者
証
、
離
職
票
な
ど
公
的
機
関
の

書
類
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
全
額

免
除
ま
た
は
納
付
猶
予
を
継
続
で
申

請
し
承
認
さ
れ
た
方
は
、
窓
口
で
申

請
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、

継
続
申
請
の
方
に
は
日
本
年
金
機
構

か
ら
審
査
結
果
が
10
月
頃
ま
で
に
郵

送
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
の
追
納

　
免
除
ま
た
は
納
付
猶
予
が
承
認

さ
れ
た
期
間
の
保
険
料
は
、
10
年
以

内
で
あ
れ
ば
古
い
順
に
追
納
で
き
ま

す
。
納
め
た
保
険
料
は
、
将
来
受
け

取
る
年
金
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
承
認
を
受
け
た
年
度
の

翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
、
３
年
度
目

以
降
は
、
当
時
の
保
険
料
に
一
定
の

金
額
を
加
算
し
て
納
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
ま
た
、
免
除
に
つ
い
て
は
、
保
険

料
を
追
納
し
な
か
っ
た
場
合
で
も
、

承
認
さ
れ
た
免
除
の
種
類
に
応
じ
て

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
額
に
計
算
さ

れ
ま
す
。

国民年金保険料の免除・納付猶予制度

申請・問合先　保険年金課国民年金担当

課税の基礎 医療分
（0〜74歳）

後期分
（0〜74歳）

介護分
（40〜64歳）

所
得
割
額

（令和元年中
の所得金額
−33万円）×
右の税率

7.4% 1.6% 1.2%

均
等
割
額

被保険者
1人に
ついて

1万�
7000円 1万円 1万円

世帯課税限度額 61万円 19万円 16万円



14

国民健康保険証の一斉更新を行います

問合先　保険年金課国民健康保険担当

　
新
し
い
保
険
証
は
７
月
中
旬
に

世
帯
主
あ
て
に
簡
易
書
留
郵
便
で

お
送
り
し
ま
す
。
７
月
末
ま
で
に

届
か
な
い
場
合
や
、
記
載
内
容
に

誤
り
が
あ
る
場
合
は
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

有
効
期
限
は
令
和
３
年
７
月
31
日

ま
で

・
有
効
期
間
内
に
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
対
象
者
に
な
る
方
は
誕

生
日
か
ら
、
70
歳
に
な
る
方
は
誕

生
月
の
翌
月
か
ら
保
険
証
が
切
り

替
え
と
な
り
ま
す

・
有
効
期
限
が
切
れ
た
保
険
証
は
、

ご
自
身
で
裁
断
す
る
な
ど
し
て
、

処
分
を
お
願
い
し
ま
す

・
保
険
証
の
裏
面
に
臓
器
提
供
に

関
す
る
意
思
表
示
欄
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
表
示
欄
を
保
護
す
る

シ
ー
ル
を
希
望
さ
れ
る
方
に
は
、

各
公
共
施
設
で
配
布
し
ま
す

70
歳
以
上
の
方
へ

　
８
月
１
日
か
ら
「
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
証
」
と
「
高
齢
受
給

者
証
」
が
一
体
化
し
「
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
兼
高
齢
受
給
者

証
」
と
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
交
付
し
て
い
た
「
高

齢
受
給
者
証
」
は
交
付
さ
れ
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
一
部
負
担
割
合（
２
割
ま
た
は

３
割
）は
「
受
給
者
証
」
に
記
載

し
て
い
ま
す

・
こ
れ
か
ら
70
歳
に
な
る
方
は
、

誕
生
日
の
翌
月（
１
日
生
ま
れ
の

方
は
誕
生
月
）か
ら
対
象
と
な
り

ま
す
の
で
、
対
象
月
の
前
月
下
旬

頃
に
「
受
給
者
証
」
を
郵
送
し
ま

す会
社
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
場
合

　
国
保
加
入
者
が
会
社
の
健
康
保

険
に
加
入
し
た
り
扶
養
に
入
っ
た

と
き
は
、
資
格
喪
失
届
が
必
要
で

す
。届
出
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
な

お
、
他
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た

後
に
、
国
保
の
保
険
証
を
使
い
診

療
を
受
け
た
方
は
、
国
保
負
担
分

の
医
療
費
を
お
返
し
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

【
届
出
に
必
要
な
も
の
】

①
国
保
の
保
険
証
な
ど
②
職
場
な

ど
の
保
険
証
③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
確

認
書
類（
①
〜
③
と
も
に
世
帯
主

お
よ
び
対
象
者
分
）④
運
転
免
許

証
ま
た
は
旅
券
な
ど

滞
納
し
て
い
る
世
帯
の
方

　
国
民
健
康
保
険
税
を
１
年
以
上

滞
納
し
て
い
る
世
帯
は
、
有
効
期

間
の
短
い
保
険
証（
短
期
保
険
証
）

を
７
月
中
旬
以
降
に
保
険
年
金
課

の
窓
口
で
交
付
し
ま
す
の
で
、
更

新
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

後期高齢者医療保険からのお知らせ

問合先　保険年金課高齢者医療担当

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の

一
斉
更
新
を
行
い
ま
す

　
現
在
の
被
保
険
者
証
の
有
効
期

限
は
７
月
31
日
ま
で
で
す
。
被
保

険
者
証
は
７
月
中
旬
に
簡
易
書
留

郵
便
で
お
送
り
し
ま
す
。
受
け
取

り
の
際
は
、
印
鑑
が
必
要
で
す
。

令
和
２
年
度
分
保
険
料
の
納
付
通

知
書
を
７
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す

納
付
方
法

①
特
別
徴
収（
年
金
か
ら
差
し
引

く
方
法
）　
年
金
が
年
額
18
万
円

以
上
の
方
は
、
年
６
回
の
年
金
定

期
支
払
い
の
際
に
、
年
金
の
受
給

額
か
ら
保
険
料
が
あ
ら
か
じ
め
差

し
引
か
れ
ま
す
。

②
普
通
徴
収（
納
付
通
知
書
な
ど

で
納
め
る
方
法
）　
納
付
通
知
書

で
金
融
機
関
に
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。
口
座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ

く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

保
険
料
の
算
出
方
法

①
所
得
割
額

（
令
和
元
年
中
の
所
得
金
額
︱
33 

万
円
）×
７
・
96
％

②
均
等
割
額

年
間
４
万
１
７
０
０
円

　
①
と
②
の
合
計
額
が
１
年
間
の

保
険
料
と
な
り
ま
す（
賦
課
限
度

額
は
64
万
円
で
す
）。

保
険
料
が
８
割
軽
減
ま
た
は
８
・
５ 

割
軽
減
と
な
っ
て
い
た
方
へ

　
こ
れ
ま
で
特
例
措
置
と
し
て
均

等
割
額
が
軽
減
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、軽
減
特
例
の
見
直
し
に
伴
い
、

令
和
２
年
度
は
７
割
軽
減
ま
た
は

７
・
75
割
軽
減
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
納
付
通
知
書
に
同

封
す
る
「
保
険
料
の
し
お
り
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
減
免
制
度
に
つ
い
て

　
災
害
や
火
災
、
収
入
減
少
な
ど

特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
保

険
料
の
減
免
申
請
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
減
免
申
請
を
お
考
え

の
場
合
は
、
事
前
に
担
当
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
係
る
保
険
料
の
減
免
に

つ
い
て
は
、
12
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

保
険
料
の
納
付
を
お
忘
れ
な
く

　
特
別
な
事
情
に
よ
り
納
付
が
困

難
に
な
っ
た
場
合
は
、
お
早
め
に

納
付
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

後期高齢者医療被保険者証
令和元年度版（7月まで）：紫色
令和２年度版（8月以降）：緑色
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『限度額適用認定証』の交付と更新のお知らせ

問合先　保険年金課国民健康保険担当、高齢者医療担当

　
入
院
や
通
院
に
よ
り
、
１
か
月

に
支
払
う
医
療
費
の
一
部
負
担
金

が
一
定
額
を
超
え
る
と
き
に
は
、

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
を
提
示
す

る
と
、
医
療
機
関
で
の
支
払
い
を

自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の

場
合
、
入
院
時
の
食
事
代
が
減
額

で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
認
定
は
、
申
請
月
か
ら
と
な
り

ま
す
。
な
お
、
す
で
に
交
付
し
て

い
る
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
や

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
な
ど
は
有
効
期
限
が
７

月
31
日
で
満
了
と
な
り
ま
す
。

　
必
要
な
方
は
、
７
月
20
日
㈪
か

ら
郵
送
ま
た
は
、
窓
口
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
ま

た
は
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
確
認
書
類
と
本

人
確
認
書
類（
免
許
証
な
ど
）

・
住
民
税
決
定
証
明
書
な
ど（
令
和

２
年
１
月
２
日
以
降
鶴
ヶ
島
市
に

転
入
し
即
日
交
付
を
希
望
さ
れ
る

方
の
み
）

申
請
が
不
要
な
方

【
国
民
健
康
保
険
の
場
合
】

　
70
歳
以
上
で
所
得
区
分
「
現
役

並
み
所
得
者
Ⅲ
」
ま
た
は
、「
一
般
」

に
該
当
す
る
方

【
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
場
合
】

　「
令
和
元
年
度
中
に
交
付
さ
れ
て

い
る
方
※
」
ま
た
は
、「
課
税
所
得

６
９
０
万
円
以
上
」
に
該
当
す
る

方　
な
お
、
令
和
元
年
度
に
未
交
付

で
、
令
和
２
年
度
に
お
い
て
、
住

民
税
が
非
課
税
の
世
帯
に
属
し
て

い
る
方
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

※�

　
令
和
２
年
度
も
継
続
該
当
に

な
る
方
に
は
、
市
か
ら
限
度
額

認
定
証
ま
た
は
、
減
額
認
定
証

を
発
送
し
ま
す

ご
注
意
く
だ
さ
い

　
自
己
負
担
限
度
額
は
、
年
齢
、

所
得
な
ど
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

世
帯
に
税
の
申
告
を
し
て
い
な
い

方
が
い
る
と
、
限
度
額
が
最
上
位

所
得
者
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
保
険
税（
保
険
料
）に
滞

納
が
あ
る
と
認
定
証
の
交
付
が
受

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

70歳未満の方の自己負担限度額（月額）

所得区分 限度額 入院時食事代3回目まで 4回目以降（※2）

上位所得者
ア 所得（※1）　�901万円超 25万2600円＋（医療費−84万2000円）×1％ 14万　100円

1食460円
（一部260円の場合あり）

イ 所得（※1）
600万円超〜901万円以下 16万7400円＋（医療費−55万8000円）×1％ 　9万3000円

一　　般 ウ 所得（※1）
210万円超〜600万円以下 　8万　100円＋（医療費−26万7000円）×1％ 　4万4400円

エ 所得（※1）　�210万円以下 5万7600円

住民税
非課税世帯 オ 住民税非課税 3万5400円 　2万4600円

過去1年間の入院が
　90日以内　1食210円
　91日以上　1食160円

※1　国民健康保険税算定の基礎となる基礎控除後の総所得金額など
※2　過去12か月に3回以上の高額療養費に該当した世帯の4回目以降の自己負担限度額

70歳以上の方の自己負担限度額（月額）

所得区分 自己負担限度額 入院時食事代外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位） 4回目以降（※5）
現役並み所得者Ⅲ（※1） 課税所得690万円以上 25万2600円＋（医療費−84万2000円）×1％ 14万　100円

1食460円
（一部260円の場合あり）

現役並み所得者Ⅱ（※1） 課税所得380万円以上 16万7400円＋（医療費−55万8000円）×1％ 　9万3000円
現役並み所得者Ⅰ（※1） 課税所得145万円以上 　8万　100円＋（医療費−26万7000円）×1％

　4万4400円一　　般 課税所得145万円未満
1万8000円
（年間上限額14万
4000円）（※4）

5万7600円

低所得者Ⅱ（※2） 8000円 2万4600円
過去1年間の入院が
　90日以内　1食210円
　91日以上　1食160円

低所得者Ⅰ（※3） 1万5000円 1食100円
※1　現役並み所得者は、住民税課税所得145万円以上の被保険者がいる方
※2　同一世帯の世帯主および被保険者が住民税非課税の方
※3　�同一世帯の世帯主および被保険者が住民税非課税で、その世帯の各所得が必要経費・控除（年金の所得は控除額を80万円として計算）を差し

引いたときに0円の方
※4　当年8月から翌年7月までの期間
※5　過去12か月に3回以上の高額療養費に該当した世帯の4回目以降の自己負担限度額
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『限度額適用認定証』の交付と更新のお知らせ

問合先　保険年金課国民健康保険担当、高齢者医療担当

　
入
院
や
通
院
に
よ
り
、
１
か
月

に
支
払
う
医
療
費
の
一
部
負
担
金

が
一
定
額
を
超
え
る
と
き
に
は
、

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
を
提
示
す

る
と
、
医
療
機
関
で
の
支
払
い
を

自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の

場
合
、
入
院
時
の
食
事
代
が
減
額

で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
認
定
は
、
申
請
月
か
ら
と
な
り

ま
す
。
な
お
、
す
で
に
交
付
し
て

い
る
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
や

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
な
ど
は
有
効
期
限
が
７

月
31
日
で
満
了
と
な
り
ま
す
。

　
必
要
な
方
は
、
７
月
20
日
㈪
か

ら
郵
送
ま
た
は
、
窓
口
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
ま

た
は
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
確
認
書
類
と
本

人
確
認
書
類（
免
許
証
な
ど
）

・
住
民
税
決
定
証
明
書
な
ど（
令
和

２
年
１
月
２
日
以
降
鶴
ヶ
島
市
に

転
入
し
即
日
交
付
を
希
望
さ
れ
る

方
の
み
）

申
請
が
不
要
な
方

【
国
民
健
康
保
険
の
場
合
】

　
70
歳
以
上
で
所
得
区
分
「
現
役

並
み
所
得
者
Ⅲ
」
ま
た
は
、「
一
般
」

に
該
当
す
る
方

【
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
場
合
】

　「
令
和
元
年
度
中
に
交
付
さ
れ
て

い
る
方
※
」
ま
た
は
、「
課
税
所
得

６
９
０
万
円
以
上
」
に
該
当
す
る

方　
な
お
、
令
和
元
年
度
に
未
交
付

で
、
令
和
２
年
度
に
お
い
て
、
住

民
税
が
非
課
税
の
世
帯
に
属
し
て

い
る
方
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

※�

　
令
和
２
年
度
も
継
続
該
当
に

な
る
方
に
は
、
市
か
ら
限
度
額

認
定
証
ま
た
は
、
減
額
認
定
証

を
発
送
し
ま
す

ご
注
意
く
だ
さ
い

　
自
己
負
担
限
度
額
は
、
年
齢
、

所
得
な
ど
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

世
帯
に
税
の
申
告
を
し
て
い
な
い

方
が
い
る
と
、
限
度
額
が
最
上
位

所
得
者
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
保
険
税（
保
険
料
）に
滞

納
が
あ
る
と
認
定
証
の
交
付
が
受

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

70歳未満の方の自己負担限度額（月額）

所得区分 限度額 入院時食事代3回目まで 4回目以降（※2）

上位所得者
ア 所得（※1）　�901万円超 25万2600円＋（医療費−84万2000円）×1％ 14万　100円

1食460円
（一部260円の場合あり）

イ 所得（※1）
600万円超〜901万円以下 16万7400円＋（医療費−55万8000円）×1％ 　9万3000円

一　　般 ウ 所得（※1）
210万円超〜600万円以下 　8万　100円＋（医療費−26万7000円）×1％ 　4万4400円

エ 所得（※1）　�210万円以下 5万7600円

住民税
非課税世帯 オ 住民税非課税 3万5400円 　2万4600円

過去1年間の入院が
　90日以内　1食210円
　91日以上　1食160円

※1　国民健康保険税算定の基礎となる基礎控除後の総所得金額など
※2　過去12か月に3回以上の高額療養費に該当した世帯の4回目以降の自己負担限度額

70歳以上の方の自己負担限度額（月額）

所得区分 自己負担限度額 入院時食事代外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位） 4回目以降（※5）
現役並み所得者Ⅲ（※1） 課税所得690万円以上 25万2600円＋（医療費−84万2000円）×1％ 14万　100円

1食460円
（一部260円の場合あり）

現役並み所得者Ⅱ（※1） 課税所得380万円以上 16万7400円＋（医療費−55万8000円）×1％ 　9万3000円
現役並み所得者Ⅰ（※1） 課税所得145万円以上 　8万　100円＋（医療費−26万7000円）×1％

　4万4400円一　　般 課税所得145万円未満
1万8000円
（年間上限額14万
4000円）（※4）

5万7600円

低所得者Ⅱ（※2） 8000円 2万4600円
過去1年間の入院が
　90日以内　1食210円
　91日以上　1食160円

低所得者Ⅰ（※3） 1万5000円 1食100円
※1　現役並み所得者は、住民税課税所得145万円以上の被保険者がいる方
※2　同一世帯の世帯主および被保険者が住民税非課税の方
※3　�同一世帯の世帯主および被保険者が住民税非課税で、その世帯の各所得が必要経費・控除（年金の所得は控除額を80万円として計算）を差し

引いたときに0円の方
※4　当年8月から翌年7月までの期間
※5　過去12か月に3回以上の高額療養費に該当した世帯の4回目以降の自己負担限度額
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介護保険は社会全体で支える仕組みです

問合先　介護保険課介護保険担当

　
介
護
保
険
料
は
、
皆
さ
ん
が
必

要
と
す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
な

ど
を
ま
か
な
う
た
め
の
大
切
な
財

源
で
す
。

　
今
年
度
分
の
納
付
通
知
書
は
７

月
上
旬
に
発
送
し
ま
す
。

65
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料
の

納
め
方

　
原
則
と
し
て
、
年
間
18
万
円
以

上
の
年
金
を
受
給
し
て
い
る
場
合

に
は
、
保
険
料
は
年
金
か
ら
差
し

引
か
れ
る
「
特
別
徴
収
」
と
な
り

ま
す
。
そ
れ
以
外
の
方
は
、
納
付

書
ま
た
は
口
座
振
替
に
よ
る
「
普

通
徴
収
」
と
な
り
ま
す
。

保
険
料
の
減
免
制
度

　
次
の
各
事
由
に
該
当
し
、
保
険

料
の
納
付
が
困
難
な
方
は
、
介
護

保
険
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
る
保
険
料
の

減
免
制
度
に
つ
い
て
は
、
12
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

①
災
害
に
よ
り
住
宅
な
ど
に
著
し

い
損
害
を
受
け
た
場
合

②
病
気
や
失
業
な
ど
に
よ
り
、
収

入
が
著
し
く
減
少
し
た
場
合

③
生
活
に
困
窮
し
、
以
下
の
要
件

全
て
に
当
て
は
ま
る
場
合

・
市
民
税
非
課
税
世
帯
で
、
健
康

保
険
や
税
法
上
の
扶
養
を
受
け
て

い
な
い

・
世
帯
収
入
額
と
預
貯
金
な
ど
の

総
額
が
市
の
基
準
額
よ
り
も
低
い

・
自
宅
以
外
に
不
動
産
を
有
さ
ず
、

そ
の
評
価
額
が
市
の
基
準
額
よ
り

も
低
い

④
監
獄
な
ど
に
収
監
さ
れ
て
い
る

場
合

介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
い
る
方
へ

　
要
介
護
・
要
支
援
認
定
者
、
介

護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事

業
対
象
者
の
方
に
は
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
と
き
の
自
己
負

担
割
合
を
記
載
し
た
「
介
護
保
険

負
担
割
合
証
」
を
７
月
中
旬
に
発

送
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

保険料段階と保険料（年額）

保険料段階 対　　象 保険料（年額）

第1段階 ・生活保護受給者および老齢福祉年金受給者
・市民税非課税世帯で本人の課税年金収入と合計所得金額の合計が80万円以下の方 1万6200円

第2段階 市民税非課税世帯で本人の課税年金収入と合計所得金額の合計が120万円以下の方 2万7000円

第3段階 市民税非課税世帯で本人の課税年金収入と合計所得金額の合計が120万円を超える方 3万7800円

第4段階 世帯課税で本人非課税、かつ本人の課税年金収入と合計所得金額の合計が80万円以下の方 4万3200円

第5段階 世帯課税で本人非課税、かつ本人の課税年金収入と合計所得金額の合計が80万円を超える方 5万4000円

第6段階 本人市民税課税で合計所得金額が120万円未満の方 6万2100円

第7段階 本人市民税課税で合計所得金額が120万円以上200万円未満の方 6万7500円

第8段階 本人市民税課税で合計所得金額が200万円以上300万円未満の方 7万2900円

第9段階 本人市民税課税で合計所得金額が300万円以上400万円未満の方 7万8300円

第10段階 本人市民税課税で合計所得金額が400万円以上600万円未満の方 8万3700円

第11段階 本人市民税課税で合計所得金額が600万円以上800万円未満の方 8万9100円

第12段階 本人市民税課税で合計所得金額が800万円以上1000万円未満の方 9万4500円

第13段階 本人市民税課税で合計所得金額が1000万円以上の方 9万9900円
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新しい民生委員・児童委員を紹介します

問合先　福祉政策課福祉政策・地域福祉担当

7月1日よりレジ袋有料化がスタート

問合先　生活環境課環境推進担当

　
７
月
１
日
付
け
で
厚
生
労
働
大

臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
新
し
い
民

生
委
員
・
児
童
委
員
を
紹
介
し
ま

す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は

　
地
域
福
祉
の
推
進
役
と
し
て
活

動
す
る
無
報
酬
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
、
担
当
区
域
の
見
守
り
や
、
地

域
住
民
の
方
が
抱
え
る
問
題
に
つ

い
て
の
身
近
な
「
相
談
相
手
」
と

な
り
、
そ
の
内
容
に
応
じ
て
適
切

な
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
行

政
や
専
門
機
関
へ
つ
な
ぐ
「
パ
イ

地
球
に
や
さ
し
い
社
会
を

　
レ
ジ
袋
の
原
料
で
あ
る
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
は
、
非
常
に
便
利
な
素
材

で
す
。
成
形
し
や
す
く
、
軽
く
て

丈
夫
で
密
閉
性
も
高
い
た
め
、
あ

ら
ゆ
る
分
野
で
私
た
ち
の
生
活
に

貢
献
し
、
浸
透
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
廃
棄
物
・
資
源
制
約
、

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題
、

地
球
温
暖
化
な
ど
の
課
題
も
あ
り

ま
す
。

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
過
剰
な
使
用

を
抑
制
し
、
使
い
捨
て
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
に
依
存
し
た
日
常
生
活
を
見

直
し
て
、
一
人
ひ
と
り
の
意
識
を

変
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

プ
役
」と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

主
な
担
当
区
域
・
氏
名

・
鶴
ヶ
丘
第
一

　
久く
ぼ
し
ま

保
島
　
久ひ

さ
和か

ず
さ
ん

・
か
わ
つ
る
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
松

ヶ
丘

　
今い
ま
牛う
し

　
美み

和わ

さ
ん

民生委員・児童委員のマーク

委員名簿

　
７
月
１
日
か
ら
、
普
段
何
気
な

く
も
ら
っ
て
い
る
レ
ジ
袋
が
有
料

化
と
な
り
ま
す
。

　
日
常
生
活
を
見
直
す
き
っ
か
け

と
し
て
、
ま
ず
は
マ
イ
バ
ッ
グ
を

使
い
ま
し
ょ
う
。
用
途
に
合
わ
せ

て
様
々
な
サ
イ
ズ
の
マ
イ
バ
ッ
グ

を
使
い
分
け
る
、鞄
や
オ
フ
ィ
ス
、

車
な
ど
に
一
つ
準
備
し
て
お
く
な

ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
マ
イ

バ
ッ
グ
が
も
っ
と
身
近
な
存
在
に

な
り
ま
す
。

　
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
始
め
ら

れ
る
こ
と
を
、
今
か
ら
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
。

浄化槽の適切な管理で、身近な水環境を守ろう

申請・問合先　生活環境課環境保全担当

　
浄
化
槽
は
、
維
持
管
理
が
適
正

に
行
わ
れ
な
い
と
、
正
常
な
機
能

が
発
揮
さ
れ
ず
、悪
臭
や
騒
音
、蚊・

ハ
エ
の
発
生
な
ど
、
周
辺
の
生
活

環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
だ
け
で

な
く
、
水
質
汚
濁
の
原
因
に
も
な

り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
浄
化
槽
を
使
用
し

て
い
る
方
に
対
し
て
、
３
つ
の
維

持
管
理
を
法
律
に
よ
り
義
務
付
け

て
い
ま
す
。

①
保
守
点
検（
回
数
／
設
置
さ
れ
て

い
る
浄
化
槽
に
よ
る
　
内
容
／
装

置
の
調
整
、
消
毒
薬
の
補
充
）

※
　
埼
玉
県
登
録
業
者
は
、
県
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す②
清
掃（
回
数
／
年
１
回
以
上
　
内

容
／
汚
泥
な
ど
の
引
き
抜
き
）

※
　
許
可
業
者
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

③
法
定
検
査（
回
数
／
年
１
回
以
上
　

内
容
／
機
能
診
断
、
水
質
検
査
）

検
査
機
関
　
埼
玉
県
環
境
検
査
研 

究
協
会（
☎
０
４
８・６
４
９・５
１ 

５
１
）

　
そ
の
他
に
浄
化
槽
の
設
置
、
廃

止
、
管
理
者
変
更
・
構
造
な
ど
の

変
更
時
に
は
、
市
へ
の
届
け
出
が

必
要
で
す
。
様
式
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

合
併
処
理
浄
化
槽
へ
転
換
す
る
場

合
の
設
置
費
用
の
一
部
を
補
助
し

ま
す

　
川
の
汚
れ
の
多
く
は
、
生
活
排

水
が
原
因
で
す
。
単
独
処
理
浄
化

槽
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽
に
転
換

す
る
こ
と
に
よ
り
、
川
へ
の
汚
れ

を
大
幅
に
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
市
で
は
、
水
環
境
の
保
全
の
た

め
、
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
金
額（
令
和
２
年
度
上
限
額
）　

　
５
人
槽
・
74
万
２
０
０
０
円

　
７
人
槽
・
82
万
４
０
０
０
円

　
10
人
槽
・
95
万
８
０
０
０
円

（
く
み
取
り
便
槽
か
ら
の
転
換
は
、

金
額
が
異
な
り
ま
す
の
で
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
）

申
請
期
限
　
12
月
28
日
㈪

※
　
予
算
が
な
く
な
り
次
第
終
了

手
続
き
　
補
助
金
の
交
付
に
は
、

転
換
す
る
浄
化
槽
が
環
境
配
慮
型

で
あ
る
こ
と
や
、
対
象
地
域
な
ど

の
制
限
が
あ
り
ま
す
。
補
助
を
受

け
る
場
合
は
、
着
工
前
に
交
付
申

請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
の
で
、

必
ず
着
工
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

浄化槽
補助制度
（転換）
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新しい民生委員・児童委員を紹介します

問合先　福祉政策課福祉政策・地域福祉担当

7月1日よりレジ袋有料化がスタート

問合先　生活環境課環境推進担当

　
７
月
１
日
付
け
で
厚
生
労
働
大

臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
新
し
い
民

生
委
員
・
児
童
委
員
を
紹
介
し
ま

す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は

　
地
域
福
祉
の
推
進
役
と
し
て
活

動
す
る
無
報
酬
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
、
担
当
区
域
の
見
守
り
や
、
地

域
住
民
の
方
が
抱
え
る
問
題
に
つ

い
て
の
身
近
な
「
相
談
相
手
」
と

な
り
、
そ
の
内
容
に
応
じ
て
適
切

な
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
行

政
や
専
門
機
関
へ
つ
な
ぐ
「
パ
イ

地
球
に
や
さ
し
い
社
会
を

　
レ
ジ
袋
の
原
料
で
あ
る
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
は
、
非
常
に
便
利
な
素
材

で
す
。
成
形
し
や
す
く
、
軽
く
て

丈
夫
で
密
閉
性
も
高
い
た
め
、
あ

ら
ゆ
る
分
野
で
私
た
ち
の
生
活
に

貢
献
し
、
浸
透
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
廃
棄
物
・
資
源
制
約
、

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題
、

地
球
温
暖
化
な
ど
の
課
題
も
あ
り

ま
す
。

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
過
剰
な
使
用

を
抑
制
し
、
使
い
捨
て
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
に
依
存
し
た
日
常
生
活
を
見

直
し
て
、
一
人
ひ
と
り
の
意
識
を

変
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

プ
役
」と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

主
な
担
当
区
域
・
氏
名

・
鶴
ヶ
丘
第
一

　
久く
ぼ
し
ま

保
島
　
久ひ
さ

和か
ず

さ
ん

・
か
わ
つ
る
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
松

ヶ
丘

　
今い
ま

牛う
し

　
美み

和わ

さ
ん

民生委員・児童委員のマーク

委員名簿

　
７
月
１
日
か
ら
、
普
段
何
気
な

く
も
ら
っ
て
い
る
レ
ジ
袋
が
有
料

化
と
な
り
ま
す
。

　
日
常
生
活
を
見
直
す
き
っ
か
け

と
し
て
、
ま
ず
は
マ
イ
バ
ッ
グ
を

使
い
ま
し
ょ
う
。
用
途
に
合
わ
せ

て
様
々
な
サ
イ
ズ
の
マ
イ
バ
ッ
グ

を
使
い
分
け
る
、鞄
や
オ
フ
ィ
ス
、

車
な
ど
に
一
つ
準
備
し
て
お
く
な

ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
マ
イ

バ
ッ
グ
が
も
っ
と
身
近
な
存
在
に

な
り
ま
す
。

　
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
始
め
ら

れ
る
こ
と
を
、
今
か
ら
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
。

浄化槽の適切な管理で、身近な水環境を守ろう

申請・問合先　生活環境課環境保全担当

　
浄
化
槽
は
、
維
持
管
理
が
適
正

に
行
わ
れ
な
い
と
、
正
常
な
機
能

が
発
揮
さ
れ
ず
、悪
臭
や
騒
音
、蚊・

ハ
エ
の
発
生
な
ど
、
周
辺
の
生
活

環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
だ
け
で

な
く
、
水
質
汚
濁
の
原
因
に
も
な

り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
浄
化
槽
を
使
用
し

て
い
る
方
に
対
し
て
、
３
つ
の
維

持
管
理
を
法
律
に
よ
り
義
務
付
け

て
い
ま
す
。

①
保
守
点
検（
回
数
／
設
置
さ
れ
て

い
る
浄
化
槽
に
よ
る
　
内
容
／
装

置
の
調
整
、
消
毒
薬
の
補
充
）

※
　
埼
玉
県
登
録
業
者
は
、
県
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す②
清
掃（
回
数
／
年
１
回
以
上
　
内

容
／
汚
泥
な
ど
の
引
き
抜
き
）

※
　
許
可
業
者
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

③
法
定
検
査（
回
数
／
年
１
回
以
上
　

内
容
／
機
能
診
断
、
水
質
検
査
）

検
査
機
関
　
埼
玉
県
環
境
検
査
研 

究
協
会（
☎
０
４
８・６
４
９・５
１ 

５
１
）

　
そ
の
他
に
浄
化
槽
の
設
置
、
廃

止
、
管
理
者
変
更
・
構
造
な
ど
の

変
更
時
に
は
、
市
へ
の
届
け
出
が

必
要
で
す
。
様
式
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

合
併
処
理
浄
化
槽
へ
転
換
す
る
場

合
の
設
置
費
用
の
一
部
を
補
助
し

ま
す

　
川
の
汚
れ
の
多
く
は
、
生
活
排

水
が
原
因
で
す
。
単
独
処
理
浄
化

槽
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽
に
転
換

す
る
こ
と
に
よ
り
、
川
へ
の
汚
れ

を
大
幅
に
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
市
で
は
、
水
環
境
の
保
全
の
た

め
、
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
金
額（
令
和
２
年
度
上
限
額
）　

　
５
人
槽
・
74
万
２
０
０
０
円

　
７
人
槽
・
82
万
４
０
０
０
円

　
10
人
槽
・
95
万
８
０
０
０
円

（
く
み
取
り
便
槽
か
ら
の
転
換
は
、

金
額
が
異
な
り
ま
す
の
で
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
）

申
請
期
限
　
12
月
28
日
㈪

※
　
予
算
が
な
く
な
り
次
第
終
了

手
続
き
　
補
助
金
の
交
付
に
は
、

転
換
す
る
浄
化
槽
が
環
境
配
慮
型

で
あ
る
こ
と
や
、
対
象
地
域
な
ど

の
制
限
が
あ
り
ま
す
。
補
助
を
受

け
る
場
合
は
、
着
工
前
に
交
付
申

請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
の
で
、

必
ず
着
工
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

浄化槽
補助制度
（転換）
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ふるさと納税などの寄附の活用について報告します

問合先　産業振興課商工労政担当

　
令
和
元
年
度
に
、
市
内
外
の
皆

さ
ん
か
ら
４
８
９
４
件
、
１
億
８ 

９
９
９
万
９
３
３
１
円
の
寄
附
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
寄
附
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
基
金
」
か
ら
の
繰
入
金
１
億 

５
５
５
０
万
円
を
充
当
し
、
様
々
な

事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

令
和
２
年
度
寄
附
金
の
活
用
予
定

（
主
な
も
の
）

・
民
間
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
の

運
営
支
援

・
小
中
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
支
援

・
小
学
校
国
際
教
育
の
支
援

・
中
学
校
の
部
活
動
へ
の
支
援

・ 

地
域
支
え
合
い
協
議
会
の
活
動
支

援
・ 

公
園
遊
具
の
整
備
、
修
繕
お
よ
び

公
園
、
緑
地
な
ど
の
適
切
な
維
持

管
理

・ 

小
中
学
校
体
育
館
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

の
導
入

・
高
倉
獅
子
舞
の
開
催
支
援

・
自
治
会
の
運
営
支
援
な
ど

令和元年度の寄附受入の状況

寄附金活用の指定メニュー 件数 寄附額

未来を担う子どもたちを応援する事業 2563 1億413万円

地域で支え合う健康・福祉のまちづくりのための事業 384 1328万円

身近な緑の保全と地球温暖化防止のための事業 882 3239万5000円

文化・芸術活動を振興するための事業 331 1212万円

活力に満ちたまちづくりのための事業 662 2413万4150円

四年に一度の祈願！「脚
すね

折
おり

雨
あま

乞
ごい

」の龍神に願う“地域の絆”、“交流の輪” 51 142万8181円

指定なし 21 251万2000円

合　　計 4894 1億8999万9331円

うち　ふるさと納税分 4887 1億8928万3181円

令和元年度の寄附の活用実績

事業名 事業費 充当額 内容

未来を担う子どもたちを応援する事業 2億7637万7000円 8400万円 民間保育所などの運営支援、中学校の部活動
の支援などに活用

地域で支え合う健康・福祉のまちづくり
のための事業 2649万5000円 1950万円 市民スポーツ行事開催支援、地域支え合い協

議会の活動支援などに活用

身近な緑の保全と地球温暖化防止のため
の事業 1億4762万5000円 1900万円 ＬＥＤ化された防犯灯の電力使用、公園・緑

地などの適切な維持管理などに活用

文化・芸術活動を振興するための事業 1億9475万8000円 950万円 小中学校の図書館図書の充実、指定文化財の
保存保護および適正な維持管理などに活用

活力に満ちたまちづくりのための事業 8968万3000円 1700万円 シルバー人材センターの運営支援、産業まつ
り・桜まつりの開催支援などに活用

市長が使途を指定する事業 2億　576万1000円 650万円 こども医療費助成事業などに活用

合　　計 9億4069万9000円 1億5550万円
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消防情報119トピックス　「その火事を　防ぐあなたに　金メダル」（2020年度全国統一防火標語）

問合先　坂戸・鶴ヶ島消防組合消防本部☎281・3119

　
坂
戸
・
鶴
ヶ
島
消
防
組
合
で
は
、

幼
年
期
か
ら
青
年
期
の
防
火
意
識
の

高
揚
を
図
る
た
め
、
み
な
さ
ん
に
愛

さ
れ
る｢

消
防
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー｣

を
公
募
に
よ
り
作
製
し
ま
す
。

応
募
資
格

　
鶴
ヶ
島
市
、
坂
戸
市
在
住
在
学
の

小
学
生（
４
年
生
以
上
）、
中
学
生
、

高
校
生

作
品
の
テ
ー
マ

・
消
防
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
も
の

・
強
さ
の
中
に
も
優
し
さ
が
あ
る
愛

さ
れ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
こ
と

・
安
定
感
が
あ
り
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る

こ
と

応
募
方
法

・
用
紙
は
、
Ａ
４
版
縦
長
で
使
用

・
デ
ザ
イ
ン
色
や
画
材
は
自
由
。
見

や
す
い
色
で
配
色
し
て
く
だ
さ
い

・
用
紙
表
面
に｢

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ

ザ
イ
ン｣

と｢

愛
称｣

を
記
入

・
用
紙
裏
面
に
応
募
者
の
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
性
別
、
学
校
名
と
学
年
、

電
話
番
号
、
デ
ザ
イ
ン
の
製
作
意
図

と
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
を
記
入

※
　
一
人
何
点
で
も
応
募
可

注
意
点

・
作
品
は
未
発
表
で
、
応
募
者
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
が
条
件
。
ま
た
、
同
一
デ

ザ
イ
ン
を
他
に
応
募
し
な
い
こ
と

・
作
品
の
著
作
権
な
ど
、
全
て
の
権

利
は
坂
戸
・
鶴
ヶ
島
消
防
組
合
に
帰

属
し
ま
す
。
ま
た
、
応
募
時
に
お
い

て
著
作
権
な
ど
に
関
す
る
問
題
が
生

じ
た
場
合
は
、
全
て
応
募
者
の
責
任

と
な
り
ま
す

応
募
締
切

　
８
月
24
日
㈪
必
着
で
、
郵
送（
〒

３
５
０-

０
２
２
１
坂
戸
市
鎌
倉
町

16-

16
坂
戸
・
鶴
ヶ
島
消
防
組
合
庶

務
課｢

消
防
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
募
集｣

係
）ま
た
は
直
接
消
防

本
部
庶
務
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

（
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
）。

結
果
発
表

　
最
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
た
方
に
は

決
定
後
、速
や
か
に
通
知
し
ま
す（
最

優
秀
作
品
に
は
表
彰
状
と
記
念
品
を

お
渡
し
し
ま
す
）。
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坂
戸
・
鶴
ヶ
島
消
防
組

合
消
防
本
部
庶
務
課
☎
２
８
１
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３
１
１
８

令
和
２
年
度
鶴
ヶ
島
市
消
防
団

役
員
紹
介

団
長
　
　
　
　
瀧た
き

嶋し
ま

　
正ま

さ
紀の
り

副
団
長
　
　
　
内う
ち

野の

　
和か
ず

浩ひ
ろ

副
団
長
　
　
　
内う
ち
野の

　
慎し
ん
伍ご

指
導
部
長
　
　
中な
か
嶋じ
ま

　
健け
ん
治じ

指
導
部
長
　
　
清せ
い
野の

　
浩こ
う
祐す
け

女
性
部
長
　
　
齋さ

い
藤と

う
　
美み

希き

第
一
分
団
長
　
南な

雲ぐ
も

　
正ま
さ

峰み
ね

第
二
分
団
長
　
小お

川が
わ

　
訓く
に

宏ひ
ろ

第
三
分
団
長
　
横よ
こ
谷や

　
勇ゆ
う
二じ（
新
）

第
四
分
団
長
　
山や
ま
田だ

　
吉よ
し
徳の
り（
新
）

（
敬
称
略
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ｢

１
１
９
ト
ピ
ッ
ク

ス
番
外
編｣

も
ご
覧
く
だ
さ
い
！

組合HPはこちら

スマホなどから119番通報ができます！

NET119 とは、スマートフォンなどからイン
ターネットを利用して、全国どこからでも通
報場所を管轄する消防本部へ、音声によらな
い 119 番通報ができるサービスです。

利用対象者
鶴ヶ島市、坂戸市に在住在勤在学で、聴覚や
言語機能などの障害により、音声通報が困難
な方、または音声通報が困難であると指令セ
ンターが認める方

登録方法
（1）インターネットで申請する方法
右記のQR コードで空メールを
送信すると、申請用アドレスが
記載されたメールが届きます。
案内にしたがって登録してくだ
さい。
（2）書類提出で登録する方法
届出書に必要事項を記入し携帯電話などを持
参の上、直接指令センターへ。詳しい登録方
法、対応機種、届出書ダウンロードについて
は、消防組合ホームぺ—ジをご覧ください。

あ
な
た
が
作
っ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
活
躍
す
る
か
も

〜『
消
防
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
』大
募
集
〜

①救急または火事を選び
ます

③地図で確認し、通報しま
す

④通報を受けた消防本部
から呼びかけが入ります。
選択肢をタッチして回答
できます

②場所を選択します

詳細はこちら

【通報画面イメージ】
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坂
戸
・
鶴
ヶ
島
消
防
組
合
で
は
、

幼
年
期
か
ら
青
年
期
の
防
火
意
識
の

高
揚
を
図
る
た
め
、
み
な
さ
ん
に
愛

さ
れ
る｢

消
防
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー｣

を
公
募
に
よ
り
作
製
し
ま
す
。

応
募
資
格

　
鶴
ヶ
島
市
、
坂
戸
市
在
住
在
学
の

小
学
生（
４
年
生
以
上
）、
中
学
生
、

高
校
生

作
品
の
テ
ー
マ

・
消
防
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
も
の

・
強
さ
の
中
に
も
優
し
さ
が
あ
る
愛

さ
れ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
こ
と

・
安
定
感
が
あ
り
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る

こ
と

応
募
方
法

・
用
紙
は
、
Ａ
４
版
縦
長
で
使
用

・
デ
ザ
イ
ン
色
や
画
材
は
自
由
。
見

や
す
い
色
で
配
色
し
て
く
だ
さ
い

・
用
紙
表
面
に｢

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ

ザ
イ
ン｣

と｢

愛
称｣

を
記
入

・
用
紙
裏
面
に
応
募
者
の
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
性
別
、
学
校
名
と
学
年
、

電
話
番
号
、
デ
ザ
イ
ン
の
製
作
意
図

と
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
を
記
入

※
　
一
人
何
点
で
も
応
募
可

注
意
点

・
作
品
は
未
発
表
で
、
応
募
者
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
が
条
件
。
ま
た
、
同
一
デ

ザ
イ
ン
を
他
に
応
募
し
な
い
こ
と

・
作
品
の
著
作
権
な
ど
、
全
て
の
権

利
は
坂
戸
・
鶴
ヶ
島
消
防
組
合
に
帰

属
し
ま
す
。
ま
た
、
応
募
時
に
お
い

て
著
作
権
な
ど
に
関
す
る
問
題
が
生

じ
た
場
合
は
、
全
て
応
募
者
の
責
任

と
な
り
ま
す

応
募
締
切

　
８
月
24
日
㈪
必
着
で
、
郵
送（
〒

３
５
０-

０
２
２
１
坂
戸
市
鎌
倉
町

16-

16
坂
戸
・
鶴
ヶ
島
消
防
組
合
庶

務
課｢

消
防
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
募
集｣

係
）ま
た
は
直
接
消
防

本
部
庶
務
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

（
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
）。
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